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これに対し、英文目次では、‘By Y. S. Sun M. D.’と表記されているのが目を引く。執筆
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  女王陛下の 60年に及ぶ輝かしき治世の間、我々に与えられたあまたの恩恵への感謝 
をこめて 
  女王陛下に臣属する中国人のために、そしてこの知識が普及することを願って、本書 
を世に出す20                   
                                                   
 
19 19世紀末の標準的労働者(特定の技能を身につけていない非熟練労働者)の年収入は、57～78ポンド







































25 「録事 特別社員の推薦」：日本赤十字発行所『日本赤十字』第 43号(1896年 2月 15日)、1頁。同
記事は 1895(明治 28)年 12月 18日付。 
対する孫文について、彼の師であるカントリーはその最晩年に、「1888 年から 96 年ま
での 8年間、私は香港で救急医療の教授を務めました。香港では中華民国元大総統の孫文














                                                   
 
26 Cantlie, Neil and George Seaver. Sir James Cantlie: A Romance in Medicine, London: John 
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引退宣言である。 
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George Allen & Unwin, 1983, p56. 同書中では、中国人学生救護隊へのコメントは、香港の英字新聞
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28 Ibid., pp16∼17; Cantlie, Neil and George Seaver, op. cit., pp19∼21. 筆者が確認できたのは1897年
版で、初版は未見。Shepherd, Peter (Bruce, Robert, ed. and re-write) First Aid to the Injured: Being 
the Hand-book describing Aids for Cases of Injuries or Sudden Illness, London: St. John 





たと考えられる。カントリー単独の著者名を冠したFirst Aid to the Injuredは 1901年に出版、香港
聖ヨハネ救傷隊は、1927年に同書の中国語訳を出版し、1929年に第 2版を出版した。康徳利『救傷
法撮要』第 2版(翟大光 編訳、聖約翰救傷隊香港青年会支隊 1929年)。原書名：Cantlie, James, First 
Aid to the Injured, London: St. John Ambulance Association, 1901。 
Ambulance Lectures:  


























立外科医協会普通会員(M. R. C. S.：1871年)、同協会フェロー(F. R. C. S.：1876年)の資
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30 『紅十字会救傷第一法』、ⅶ、ⅸ。 
31 First Aid, the title page. 






























                                                   
 
33 “Sir James Cantlie, K. B. E., LL. D., F.R.C.S.,” British Medical Journal, Vol. 1(3413), June 5, 









啓蒙活動部門(聖ヨハネ救護会：St. John Ambulance Association)と救急実働部隊(聖ヨハ
ネ救急隊：St. John Ambulance Brigade)が組織的に整備される。「人類への奉仕」を掲げ
る同機構は、「大英帝国」の拡大に歩調を合わせるかのように世界各地に支部を設立し、








『救傷第一法』の底本であるオズボーン著First Aid第 3版37 は、すでに仏・伊・独・
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クセス日：2008年 8月 28日); Hong Kong St. John Ambulance〈http://www.stjohn.org.hk/b5/〉(ア
クセス日：2008年 9月 21日); セントジョンアンビュランスジャパン協会
〈http://www.st-john.jp/top/index.php〉(アクセス日：2008年 8月 29日). カントリーは香港聖ヨハネ
救護会の創立に大きく貢献したと言われるが、同会の創立(1884年)はカントリーが香港に来着する
(1887年)以前のことである。ただし、草創期の同会の普及活動にカントリーが深く関与したことは確
かである(Cantlie, Neil and George Seaver, op. cit., p71, Cantlie, Jean Stewart, op. cit.,p44)。 
35 First Aid Manual, St. John Ambulance, St. Andrew’s Ambulance Association, and British Red 
Cross, 2002., p5. 
36 井上忠男『戦争と救済の文明史―赤十字と国際人道法のなりたち』(PHP 新書 249、PHP研究所
2003年)、72∼73頁。 





















































典』新増版、41 広州博済医院における孫文の師であるカー(John Glasgow Kerr：嘉約翰)
                                                   
 
39 Hobson, Benjamin, A Medical Vocabulary in English and Chinese (『医学英華字釈』), Shanghai: 
Shanhae [sic.] Mission Press, 1858. ホブソン(1816-1873)は、ロンドン伝道会(London Missionary 
Society)に所属する英国人宣教師で、1839年にマカオ入りした後、1859年まで同地のほか香港、広州、
上海などで医療伝道活動に従事した。 
40 沈国威『近代日中語彙交流史―新漢語の生成と受容【改訂新版】』(笠間書院 2008年)、137頁。 
41 Lobscheid, William, A Dictionary of the English and Chinese Languages, with the Merchant 
and Mandarin Pronunciation(『新増英華字典』), Yokohama: Kingsell, 1897：復刻版『近代英華・華









































ァーソン医科大学を卒業したのち、アメリカ長老派海外伝道協会(Board of Foreign 
Missions of the Presbyterian Church in America)により広州に派遣された。1854年 5月
に来華、翌年、中国医療伝道の開拓者といわれるパーカー(Peter Parker：伯駕、巴駕)に
代わって広州博済医院(Canton Missionary Hospital, or Canton Hospital)の責任者となる。
以降、1901年8月10日の死去まで、広州を基盤に中国における医療伝道事業を推進した。
カーの功績としては、①種痘接種の普及、②博済医院や各地の無料診療所における医療活
動、47 ③中国医療伝道者連盟(China Medical Missionary Association：中国博医学会)の









46 カーの事績については主に以下の文献によった。Cadbury, William Warder and Mary Hoxie Jones, 
At the Point of a Lancet: One Hundred Years of the Canton Hospital 1835-1935, Shanghai: Kelly 
and Walsh, ltd., 1935; Selden, Charles C. “The Life of John G. Kerr: Forty-three Years 
Superintendent of the Canton Hospital,” The Chinese Medical Journal, Vol. 49, April 1935, 
pp366-376; Ride, Lindsay, “Dr. Sun Yat-sen and Medical Education,” Journal of the Philippine 
Federation of Private Medical Practitioners, Inc., ⅩⅣ: 12, December 1965, pp639-644.  
47 カーの治療を受けた外来患者数は 740,324名、入院患者数は 39,441名、外科手術を受けた患者は
48,098名に上る。カーは膀胱結石手術の名手として知られ、その手術数は1,234件に達する(Selden, op. 
cit, p375)。 
48 カーのもとで 3年間の教程を修了した医師は 150名、部分的に指導を受けたものは 50名とされる
(Selden, op. cit, p375)。ただし、前者を 100名とする説もある(Cadbury and Jones, op. cit., pp109)。
同校は、1879年から女子学生も受け入れた(Cadbury and Jones, op. cit., pp178-180)。 





























国文学研究室『文林』30号(1996年 3月)、59-93頁所収、65、71- 76頁、を参照。  
51 First Aid., p132 
52 Tucker, Sara, “The Canton Hospital and Medicine in Nineteenth Century China 1835-1900,” 























                                                   
 













































                                                   
 





























                                                   
 
60 First Aid, p20. 
61 『紅十字会救傷第一法』12頁。 
62 First Aid, p6. 
63 『紅十字会救傷第一法』6頁。 


























                                                   
 
66 『医学英華字釈』には、「脳結」の語は見られないし、「脳質」「脳筋」の語意は若干異なる。 

























                                                   
 
70 Pearn, John, “Past and present: The earliest days of first aid,” British Medical Journal., Vol. 
309(6970), December 24, 1994, pp1718-1720. 同論文では、「独立した職業としての救急(ファース






いる(Neil Cantlie, op.cit., p66)。 























                                                   
 
72 1870年の普仏戦争勃発に際してロンドンに設立された「戦時傷病者救護英国国立協会」(The British 








Red Cross〈http://www.redcross.org.uk/〉(アクセス日：2008年 9月 21日); “Sir James Cantlie, K. B. 































































































ることができたのである。   
                                                   
 
77 篠崎守利「清末中国の赤十字活動に関する一考察――中国紅十字会成立史の諸相――」：学習院大学
史学会『学習院史学』第 34号(1996年 3月)、97∼120頁。 
78 川俣、前掲書、233頁。 





























                                                   
 
82 「特に本社の労を謝す」：『日本赤十字』第 33号(1894年 4月 30日)、1頁。 
83 河本活仙「日本軍隊と赤十字社」：同上、第 27号(1894年 10月 27日)、9頁;「日本赤十字社の驚ろ
くべき胆勇」「日清戦争に付独逸人の日本赤十字社に対する感情」：同上、第 32号(1895年 3月 28日)、
27∼31頁; 「日本赤十字(外国新聞抄訳)」：同上、第 35号(1895年 6月 15日)、61∼64頁など 。 
84 「我が帝国の至仁と支那兵の残暴」：同上、第 27号、1∼3頁; 月島晴之「満清滅亡論」：同上、第 32
号、5∼7頁。 
85 篠崎、前掲論文、99∼100頁。 
























                                                   
 
87 「南海夫子大人宛の書簡」(光緒 26[1900]年 4月 1日：年号紀年の月日は旧暦)：丁文江／趙豊田 編
『梁啓超年譜長編』第 2巻(島田虔次 編訳、岩波書店 2004年)、68∼69頁。 
88 一民間人である孫淦に関する伝記的史料は非常に限られている。本稿では篠崎氏の前掲論文のほか、











































94 上海図書館 編『汪康年師友書札』(二)(上海：上海古籍出版社 1986年)、1431∼1468頁。 




























訳」(1898年 5月 30日)、「中国宜入紅十字会説」(1904年 3月 5日)によれば、上海在住時期に赤十字
社の歴史概略、国際赤十字条約の中国語訳を『申報』に寄稿したという。 




東元 編『鄭観応集』下冊(上海：上海人民出版社 1988年)、1308∼13∼9頁; 『汪康年師友書札』(二)、
1465∼1466頁。 
98 「紅十字会説」：『申報』1898年 11月 16日; 「接録紅十字会説」：同 1898年 11月 17日; 「中国



















                                                   
 
99 1890年の一覧表によれば、この年までに中国に派遣されたプロテスタント伝道医師の累計は 215
名に上る。“Medical Missionaries to the Chinese,” The China Medical Missionary Journal. Vol. Ⅳ, 
No.3, September 1890, pp231∼235. 
100 “Correspondence,” Ibid., Vol.Ⅶ, N0.3, September 1893, pp202∼204. 中国医療伝道者連盟の国際
赤十字委員会加盟をもって「地方的な兄弟愛を世界規模の活動に連携」させようとしたこの試みは、
赤十字標章を掲げることによって宣教師の安全を確保しようとする実利的な側面も有していた。 
101 Wong, K. Chimin and Wu Lien-the, History of Chinese Medicine: Being a Chronicle of Medical 
Happenings in China from Ancient Times to the Present Period, 2nd ed., New York: AMS Press, 
1973, reprinted from the 1936 edition, pp519∼521.  
102 クリスティー『奉天三十年』上巻(矢内原忠雄 訳、岩波新書、岩波書店、1938年)、132∼144頁。
原書名：Christie, Dugald, Thirty Years in Moukden, 1883-1913: Being the Experiences and 
Recollections of Dugald Christie C. M. G., edited by his wife, London: Constable, 1914, pp99∼108. 






















                                                   
 
103 「営口赤十字病院」：『日本赤十字』第 35号(1895年 6月 15日)、54∼55頁。 
104 「事件」の経緯は、主に以下による。「天津赤十字社員旅順へ来航」：『日本赤十字』第 29号(1894
年 12月 22日)、36∼37頁; 「図南号始末」：同、第 38号(1895年 9月 15日)、54∼56頁; 「清国商船
図南号事件」：同、(1896年 2月 15日)、14∼22頁; “The Red Cross Society in Tientsin,” The China 




























                                                   
 
106 Tientsin Red Cross Society Final Report, Tientsin: The Tiantsin Press, September 1st, 1895, 





































111 「中国宜入紅十字会説」：『申報』1904年 3月 5日。  
112 「中国紅十字会」は、中・英・仏・独・米の五ヶ国代表によって「上海万国紅十字支会」創立が決
定された 1904年 3月 10日を、同会創立日と定めている(孫柏秋 主編、前掲書、22頁)。 
113 Wong , J. Y., op. cit., p245. 
孫文から南方熊楠あて献辞 
(南方熊楠記念館所蔵) 



















                                                   
 





























でいう科学とは、自然科学のみならず、政治学 (political science, the science of 















                                                   
 
117 “Editor’s Table” The Popular Science Monthly, Vol. 1, May 1872. P113,114.   
118 武上真理子、前掲論文。 
の思想のよりよき理解者と実践者の養成を目的とした『孫文学説』における孫文の立ち位
置は、むしろ『救傷第一法』から連続しているものではないか。個別科学から普遍的な知
としての科学へ――二つの「科学」をつなぐ孫文の思索を跡付けることが、筆者の次の課
題となろう。その導き手となるのは、上海孫中山故居に遺された政治、経済、社会、哲学、
科学技術などの諸領域を横断する蔵書群である。  
 
 
 
 
